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巻

頭

言

チャン ドラタール 湖に映るまき雲

日
山
協

・
自
然
保
護
委
員
長
に
就
任
し
て

日
本
―――
星
牡
火
ム
（Ｊ
Ｍ
Ａ
）
平
成
２
１
年
一度
通
常
総
会

（５
月

１
７
日
）
で
自
然
保
護
担
当
を
、
あ
ず
か
り
ま
し
た
¨

「ド
ツ
キ
リ
Ｔ
Ｖ
で
は
―
？
」
く
ら
い
の
驚
き
で
し
た
。

自
身
２
０
０
０
年
の
富
山
国
体
終
了
直
後
の
１
０
月
か
ら

「埼
玉

国
体
成
功
に
向
け
て
」
を
〈
呈
暑
本に
国
埜
早
堕
奮
貝
に
加
わ
り
、

宮
城
国
体
か
ら
新
潟
国
体
の
９
回
の
国
体
に
関
わ
っ
て
来
て
い
ま

し
た
か
ら

瑠
曇
井
Ｌ

で
し
た
し
、
総
会
の
２
日
後
ヽ
５
月
１
９

日
に
自
然
保
護

二
魯
例
専
門
委
口果
ムに
出
向
い
た
長
谷
川
に
、
何

よ
喰
委
員
の
皆
さ
ん
が
驚
い
て
い
ま
し
た

４
ヶ
月
が
経
っ
た
今
で
主
卜
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
る
委
員

会
に
、
苦
笑
し
て
し
ま
い
ま
す
。

委
員
長
就
任
に
際
し
て
、
私
が
委
員
の
皆
さ
ん
に
お
約
束
し
た

事
は

「①
。
ま
ず
は
顔
合
わ
せ
‥
長
谷
川
を
知
っ
て
頂
き
た
い
。

気
心
の
立昼
ら

次
に
②
・
心
合
わ
せ
を
し
ま
し
よ
う
・・楽
し
い

委
員
会
運
営
に
努
め
る
こ
と
」
を
１
年
間
の
取
組
み
と
し
て
い
く

こ
と
で
ｔ

「山
の
自
然
保
護
に
は
缶
人
す
べ
て
の
共
通
認
識
で
す
か
ら
、

私
が
云
う
に
及
び
ま
せ
ん
。

い
ま
、
日
本
山
缶
”
貸
は
満
５
０
歳
と
成
り
ま
し
た
。
来
年
は

い
ろ
い
ろ
な
記
念
行
事
が
、
め
じ
ろ
押
し
と
な
る
予
定
で
す
。

中
で
も

「山
缶
■
景
バ模
藷
活
動
」
は
、
広
範
で
飛
躍
的
な
取

組
み
が
求
め
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
必
定
で
ｔ

き
た
る

「③
・
力
合
わ
せ
の
取
組
み
」
へ
向
け
て

是
非

一
緒

に
参
山
し
て
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
蔦

長
谷
川

茂
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新
潟
国
体

・
関
東
プ

ロ
ッ
ク
大
会
報
告

強
化
委
員
会
　
　
小
茂
田
利
孝

新
潟
国
体

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
千
葉
県
幕
張
総
合

一品
校
を
会
場
に
７
月
２
５
、
２
６
日
に
行
わ
れ
た
。

初
日
は
男
女
共
に
リ
ー
ド
競
技
が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
先

ず
少
年
女
子
で
は
是
永
つ
ぐ
み

。
家
政
大
付
属
が
３
位
、
坂

戸
高

。
生
井
沢
知
佳
が
１
１
位
で
チ
ー
ム
４
位
（３
位
と
僅

き

と
望
み
を
繋
ぐ
。
期
待
の
少
年
男
子
で
は
細
田
巧
・
久
喜

工
高
が
５
位
、
山
崎
卓
也

・
庄
和
高
が
１
２
位
で
チ
ー
ム
５

位
と
か
な
り
苦
し
い
結
果
だ
っ
た
。
成
年
女
子
は
直
前
で
選

手
が
揃
わ
ず
や
む
な
く

「棄
権
」
と
な
っ
た
。

２
日
目
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
の

「総
合
で
３
位
以
内
」
が

本
国
体
に
出
場
で
き
る
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
少
年
女
子
の
是

永
つ
ぐ
み
・
５
位
、
生
井
沢
知
佳
８
位
で
チ
ー
ム
４
位
（３
位

と
僅
差
）
、
「総
合
４
位
」
で
惜
し
く
も
本
戦
出
場
を
逃
し
た
。

苦
し
い
少
年
男
子
で
は
細
田
巧
が
５
位
、
山
崎
卓
也
が
６

位
で
チ
ー
ム
３
位
と
大
挽
回
し

「総
合
３
位
同
着
」
で
ポ
イ

ン
ト
で
辛
く
も
予
定
の
本
戦
出
場
を
手
に
し
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
（桜
が
池
Ｃ
セ
ン
タ
ー
）
大
会
報
告

強
化
委
員
会
　
　
小
茂
田
利
孝

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

・
第
１
１
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ

ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会
（富
山
県
南
砺
市
・桜
が
池
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
が
８
月
１
４
～
１
６
日
で
行
わ
れ
た
。
埼
玉

か
ら
は
高
校
以
上
男
９
名
。
学
芸
大

・
小
峰
直
城
、
久
喜
工

高

・
細
田
匠
、
小
松
原
高

・
弓
田
渓
介
、
庄
和
高

・
山
崎
卓

也

・
官
尾

秀
平
、
鴻
巣
高

。
小
官
大
樹
、
坂
戸
高

・
官
倉
大

輔

・
山
本
大
将

。
新
井
康
司
、
女
５
名
。
家
政
大
付
属

・
是

永
つ
ぐ
み
、
坂
戸
高

・
生
井
沢
知
佳
、
庄
和
高

。
海
老
沼
か

お
り
、
鶴
野
萌
、
尾
崎
友
美
、
計
１
３
名
。
そ
の
他
中
学
以

下
で
男
４
名
。
是
永
敬

一
郎
、
波
田
悠
貴
、
青
木
大
輔
、
加

藤
亮
央
、
女
２
名
。
尾
上
彩
、
坂
井
絢
音
、
計
６
名
で
総
勢

２
０
名
の
参
加
だ
っ
た
。
（因
み
に
全
参
加
者
は
２
４
６
名
）

予
選
は
全
カ
テ
ゴ
リ
ー
共

「２
ル
ー
ト
を
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ

で
登
る
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
方
式
」
が
今
年
度
か
ら
採
用
さ
れ

た
。
し
か
し
、
準
決
勝
は
無
く
、
「予
選

・
決
勝
」
の
２
ラ
ウ

ン
ド
方
式
で
、
決
勝
に
進
出
す
る
の
は
至
難
の
業
だ
。
又
、

男
女
別
に
全
カ
テ
ゴ
リ
ー
同

一
ル
ー
ト
設
定
な
の
で
年
齢
に

関
係
な
く
成
績
が
判
る
方
式
で
あ
る
。

１
、
２
日
目
は
予
選
が
行
わ
れ
た
。
予
選
を
通
過
し
て
決
勝

に
駒
を
進
め
た
の
は
男
子
Ｊ
ｒ
小
峰
直
城

。
同
着
１
位
、
Ｙ

Ａ
細
田
匠

。
同
着
１
位
、
Ｙ
Ｂ
是
永
敬

一
郎

。
１
０
位
の
３

名
、
女
子
Ｙ
Ａ
是
永
つ
ぐ
み

・
５
位
、
Ｙ
Ｂ
尾
上
彩

。
同
着

１
位
の
２
名
、
男
女
計
５
名
の
選
手
だ
っ
た
。

３
日
日
の
最
終
結
果
は
男
子
Ｊ
ｒ
小
峰
直
城
４
位
（惜
し

い
―
）
、
Ｙ
Ａ
細
田
匠
・
８
位
、
Ｙ
Ｂ
是
永
敬

一
郎
。
１
０
位
、

女
子
Ｙ
Ａ
是
永
つ
ぐ
み

・
８
位
、
Ｙ
Ｂ
尾
上
彩

。
１
位
と
な

つ
た
。
特
に
圧
巻
だ
っ
た
の
は
Ｙ
Ｂ
尾
上
彩
（川
日
市
南
中
）

は
何
と
！
上
の
Ｊ
ｒ
・
Ｙ
Ａ
の
選
手
を
押
さ
え
て
の
悲
願
！
の

総
合
優
勝
を
飾
っ
た
の
だ
っ
た
。
「お
め
で
と
う
！
彩
ち
ゃ
ん
」

天
晴
れ
で
あ
る
。
来
年
は
千
葉
国
体
に
参
戦
で
き
る
！

《
平
成

２
１
年
度

「埼
玉
県
県
立
自
然
公
園
」

清

掃

登

山
を
終

え

て
》

県
岳
連

上
暴

堡

萎

具

〓

委
員
長

　

岩
崎

繁
夫

（戸
田
山
の
会
）

天
候
の
不
安
定
な
日
々
が
続
い
て
い
る
中
６
月
６
日
（土
）

は
雨
、
７
日

（日
）
晴
れ
両
日
に
わ
た
り

（実
施
日
異
な
る

山
岳
会
有
り
）
加
盟
１
７
山
缶
団
体
の
会
員
２
４
９
名
の
御

協
力
に
依
り
実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
（他
の
日
に
実
施

し
た
山
岳
会
３
団
体
。
計
＝
２
０
団
体
が
参
加
）
約
１
０
４

Ｋ
ｇ
可
燃
ご
み
、
約
７
８
１
個
の
空
き
缶
、
約
９
４
本
分
の

ガ
ラ
ス
瓶
、
１
０
６
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
多
く
の
ゴ
ミ

を
山
か
ら
回
収
出
来
た
事
は
加
盟
各
山
岳
会
、
会
員
の
皆
様

に
御
協
力
を
戴
い
た
か
ら
出
来
た
こ
と
で
す
、
御
協
力
に
感

謝
と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
の
高
校
総
体
の
会
場
地
で
あ
っ
た
白
泰
山
非
難
小

屋
付
近
や
白
岩
小
屋
の
周
囲
、
お
清
平
と
同
様
に
古
き
良
き

時
代
に
山
の
ゴ
ミ
を

「埋
設
処
理
」
し
た
物
が
永
年
の
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
今
日
、
地
表
に
現
れ
見
苦
し
い
状
況
な
っ
て
い

る
箇
所
は

「武
川
岳
山
頂
」
「鳥
首
峠
」
な
ど
の
山
頂
や
峠
の

休
憩
場
所
に
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
山
岳
連
盟
、
自

然
保
護
委
員
会
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
場
所
の
ゴ
ミ
を
重
点
的

に
何
時
か
の
時
点
で
回
収
す
る
か
？
ま
た
、
主
要
登
山
道
の

休
憩
場
所
付
近
は

「ト
イ
レ
」
と
な
り
う
る
場
所
で
も
有
り

ま
す
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て

「埼
玉
県
立
自
然
公
園
」

の
各
登
山
口
で
清
掃
が
可
能
な
場
所

（車
が
入
れ
る
場
所
）

に

「ト
イ
レ
」
の
設
置
を
出
来
な
い
か
？
併
せ
て
関
係
機
関

と
協
議
検
討
す
る
必
要
が
有
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

上
田
埼
玉
県
知
事
が
率
先
し
て
推
進
し
て
お
ら
れ
る

「水

と
緑
の
再
生
事
業
」
を
推
進
す
る
に
関
し
て

「全
て
の
源
は

山
に
あ
る
事
を
考
え
」
廃
墟
と
な
っ
た
集
落
跡

「自
岩
集
落

左・尾上選手、中はセッターの松島暁、

右。優勝の沼尻選手
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や
山
中
の
廃
屋
周
辺
の
ゴ
ミ

（生
活
ゴ
ミ
ご
林
道
脇
に
不
法
・

投
棄
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
、
家
庭
ゴ
ミ
な
ど
も
併
せ
て
撤
去

を
行
な
う
必
要
が
有
る
と
思
い
す
。
県
環
境
部
や
農
林
部
が

共
同
で
自
然
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
も
良
い
時
期
に
、

時
代
に
来
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
御
検
討
方
―
今
年
度
の
清
掃

登
山
の
開
催
に
あ
た
リ
ゴ
ミ
処
理
、
保
管
、
駐
車
場
な
ど
で

御
支
援
と
御
協
力
を
戴
き
ま
し
た
、
埼
玉
県
環
境
部
自
然
環

境
課
や

「飯
能
市
」
。
「日
高
市
」
。
「秩
父
市
」
「毛
呂
山
町
」

「皆
野
町
」
。
「東
秩
父
村
」
の
関
係
市
町
村
及
び
民
間
企
業

の

ズ
株
と
二
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
社
」
。
「西
武
鉄

道

（株
）
武
蔵
横
手
駅
・
吾
野
駅
」
「Ｊ
Ｆ
Ｅ
ミ
ネ
ラ
ル

（株
）

武
蔵
野
鉱
業
所
社
」
「さ
わ
ら
び
の
湯
」
「名
郷
民
宿

‥
西
山

荘
」
「橋
立
鍾
乳
洞
‥
土
津
国

各
社
の
関
係
者
の
皆
様
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
¨

エコー山の会 。45名 もの参加戴きました。

《
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
》
埼
玉
県
選
手
団

結
団
式

・
壮
行
会
を
開
催

去
る
平
成
２
１
年
９
月
１
６
日

（水
）、
埼
玉
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
第
６
４
回
国
民
体
育
大
会

「ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」

埼
玉
県
選
手
団
結
団
式

・
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
国
体

へ
参
加
す
る
す
べ
て
の
競
技
団
体
の
監
督

。
選

手
、
役
員

・
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
互
い
の
健
闘
を
誓
い
合

い
、
各
競
技
選
手
団
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
岳
か
ら
は
松
井
監
督
以
下
、
少
年
男
子
の
山
崎
卓
也

選
手

（県
立
庄
和
高
校
）
、
細
田
匠
選
手

（県
立
久
喜
工
業
高

校
）
の
両
選
手
が
出
席
し
、
埼
玉
の
代
表
と
し
て
好
成
績
を

挙
げ
る
べ
く
更
な
る
気
持
ち
の
高
ぶ
り
を
感
じ
て
く
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

山
岳
競
技
は
１
０
月
３
日
～
５
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
予

選

・
決
勝
が
行
わ
れ
ま
す
。

埼
玉
県
選
手
団
の
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
理
事
長

・
天
野
賢

一

【山
岳
競
技
】

監

督
　
成
年
男
子
　
佐
藤

豊

・

少
年
男
子
　
松
井
恒
和
・

選

手
　
成
年
男
子
　
古
川
　
慧

・

角
田
大
樹

・

少
年
男
子
　
山
崎
卓
也

・

細
田
　
匠

・
（株
）
ア
ル
テ
リ
ア

県
立
上
尾
橘
高

（教
）

（株
）
シ
ョ
ー
ワ

早
稲
田
大
学

県
立
庄
和
高
校

県
立
久
喜
工
業
高
校

か
ん
ば
れ
埼
玉
Ｊ
Ｊ

左が細田選手、右が山崎選手 埼玉会館大ホールで行われた結団式・壮行会
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日
山
協

・
国
際
部
委
員
総
会
及
び

海
外
遭
難
対
策
研
究
会
報
生
じ

期
　
日

・平
成
２
１
年
６
月
２
０
日

（土
）
～
２
１
日

（日
）

△
ム　
場

上
二
保
研
修
館
（東
海
大
学
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
内
）

参
加
者

‥

（県
岳
連

・
海
外
委
員
会
）

加
藤
富
之
、
烏
辰
克
、
塩
谷
壽
子
、
岩
井
田
正
昭
、
小
茂

田
利
孝
、
天
野
賢

一
、
鈴
木
百
合
子
　
・
７
名
参
加

６
月
２
０
日

（土
）
。Ｌ
国
際
部
委
員
総
△
ご

２
０
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
報
告
、
２
１
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算

Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
及
び
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
の
報
告
、
５
０
周
年
事
業
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

他

。
今
年
は
、
１
日
目
を
総
会
に
変
更
．
各
岳
連
で
の
課
題
、

報
告
の
発
表
が
あ
っ
た
。

６
月
２
１
日

（日
Ｙ
Ｌ
海
外
登
山
遭
難
対
策
研
究
会
」
報
告

。
「ウ
イ
ン
タ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
ミ
ー
ト
に
参
加
し
て
」

講
師
　
澤
田
　
実
　
氏

（国
際
部
常
任
委
員
）

。
明
神
岳
で
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
２
回
目
を

予
定
。

・
英
国
へ
２
名
遁

鳴

馬
目
氏
、
杉
野
氏
。
フ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
み
が
日
立
っ
て
い
る
が
、
若
い
世
代
が
ア

ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
事
に

注
目
し
た
い
。

・
最
近
、
馬
目
氏
が
栃
木
県
で
公
演
を
お
こ
な
っ
た
。

報
　
左
口

「静
岡
市
山
岳
連
盟
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
雪
崩
遭
難

の
教
訓
」

講
師
　
小
田
直
美
氏

（静
岡
山
岳
△
天
ム長
）

。
荷
上
げ
時
の
下
山
で
雪
崩
が
発
生
。
下
山
ル
ー
ト
が

悪
か
っ
た
。

・
雪
崩
の
爆
風
は
、
■
♀
日

程
も
あ
っ
た
。

報
　
左
口
「か
ん
ぽ
生
命
保
険
に
つ
い
て
」

講
師
　
松
永
義
夫
　
氏

（静
岡
市
山
岳
連
盟
会
長
）

。
以
前
か
ら
あ
る
保
険
。
埼
玉
県
で
は
マ
カ
ル
ー
遠
征
時
に

加
入
し
た
事
が
あ
る
。

。
死
亡
時
の
保
障
が
多
く
、
保
険
料
が
日
山
協
な
ど
と
比
ベ

て
安
い
。
但
し
、
捜
索
費
用
は
出
な
い
。

講
　
演

「山
の
息
子
を
語
る
」

講
師
　
加
藤
嘉
晴
氏

（登
山
家

故

加
藤
慶
信

氏
の
父
親
）

。
明
治
大
学
山
岳
部
で
、
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
遠
征
に
て
亡
く
な

っ
た
。

・
父
親
の
職
業
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
あ
つ
た
事
で
、
講
演
を

依
頼
し
た
。

・

肉
親
の
講
演
は
、
聞
い
て
い
て
辛
い
と
感
じ
た
。

県
岳
連
・海
外
委
員
長
　
天
野
賢

一

三保研修館 (東海大学社会教育センター)に参加した委員

《
チ
ヤ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
》
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
報
告

遠
峰
山
岳
会
　
山
際
　
登
志
夫
　
記

［日
　
時
］

２
０
０
９
年
８
月
７
日

（金
）
～
１
９
日

（水
）

［場
　
所
］

イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
チ
ャ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル

［参
加
者
］

８
名

塩
谷
寿
子

（大
宮
山
岳
会
）、
岡
野
次
男

全
褥
岬
山
岳
会
）、

小
澤
登
志
江
、
宮
澤
喬
男
、
呉
吉
炊

（韓
国
）
、
辛
鍾
遠

（韓
国
）、
卿こ
８
く
。
♂
〓
ヽ
コ
（イ
ン
ド
）、
山
際
登
志
夫

金
爆
峰
山
岳
会
）。

［日
　
程
］

∞＼
『　
成
田
～
香
港
～
デ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
機
内
　
　
泊

∞＼
∞
　
早
朝
デ
リ
ト
着
～
夜
行
バ
ス
で
　
　
　
マ
ナ
リ
ー

ヘ

∞
＼
０
　
早
朝
マ
ナ
リ
ー
着
　
温
泉

・
観
光
　
　
マ
ナ
リ
ー
泊

∞
＞
ｏ
　
冒
糧
い
爵
ぎ
き
く
寺
院
登
山
　
　
　
　
マ
ナ
リ
ー
泊

∞
＞
ト
　
ロ
ー
タ
ン
パ
ス
～
タ
ダ
ル
プ
ル
　
　
　
テ
ン
ト
　
泊

∞＞
い
　
ク
ン
ズ
パ
ス
の
丘
８
８

ｍ
～
チ
ャ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル

∞
＼
Ｈ
∞

∞
＼
Ｈト

∞
＼
Ｈ
ｕ

∞
＼
Ｈ０

∞
＼
一
『

∞
＼
Ｈ
∞

∞
＼
い
０

∞
＼
『
・

∞
＼
∞
・

テ
ン
ト
　
泊

チ
ヤ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
ミ
『ξ
　
　
　
　
　
テ
ン
ト
　
泊

チ
ヤ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
～
マ
ナ
リ
ー
　
　
マ
ナ
リ
ー
泊

観
光
　
夜
行
ノヽギ
で
デ
リ
ー
ヘ　
　
　
　
車
内
　
　
泊

デ
リ
ー
市
内
観
光

・
買
物
　
　
　
　
　
一゙ア
リ
ー
　
泊

タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
・
ア
グ
ラ
城
観
光
　
デ
リ
ー
　
泊

市
内
観
光
　
買
物
　
　
　
　
　
　
一枚
　
デ
リ
ー
　
発

日
本

（成
田
）着

【行
動
記
録
】

Ｈ響
８
成
田
発
～
香
港
経
由
～
翌
日
デ
リ
１
８
６
い
分
着

先
に
着
い
て
い
た
山
際
と
デ
リ
ー
在
住
の
官
澤
さ
ん
で

出
迎
え
後
宿
泊
先
に
移
動
。
今
回
は
官
澤
さ
ん
の
会
社

の
グ
ス
ト
ル
ー
ム
に
宿
泊
す
る
。
午
後
か
ら
食
料
な
ど

の
買
物
に
出
か
け
る
。
夕
刻
か
ら
マ
ナ
リ
ー
に
向
か
う

ボ
ル
ボ
バ
ス
停
に
移
動
。
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バ
ス
が
来
る
ま
で

「チ
ベ
ッ
タ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
イ

ン
ド
の
土
産
や
文
化
に
触
れ
る
。
夜
行
バ
ス
は
比
較
的

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
が
出
来
て
冷
房
付
の
高
級
バ
ス
だ
が

道
路
が
悪
い
の
で
常
に
揺
ら
れ
な
が
ら
認
Ｎ
蟹
を
走
る
。

∞
０

・
バ
ス
の
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
２
時
間
ほ
ど
遅
れ
て

ｏ９
８
過
ぎ
マ
ナ
リ
Ｉ
Ｎ
８
８
差
一

マ
ナ
リ
ー
か
ら
北

に
約

Ｎ５
、
温
泉
で
有
名
な
ヴ
ア
シ
ス
ト
村
に
あ
る
ダ

ル
マ
ホ
テ
ル
に
チ
エ
ツ
ク
イ
ン
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
ヒ
ン

ズ
ー
寺
院
の
温
泉
の
上
に
位
置
し
た
高
台
に
あ
り
、
部

屋
は
最
上
階
の
ス
イ
ー
ト
を
確
保
し
た
。
部
屋
か
ら
は

眼
下
に
村
が
拡
が
り
、
正
面
に
は

い
し
８
日
級
の
山
々

が
河
の
向
う
に
見
え
る
絶
好
の
景
観
で
あ
る
。
温
泉
に

行
く
が
湯
温
が
高
す
ぎ
て
か
ろ
う
じ
て
首
ま
で
浸
か

る
。
こ
の
寺
院
前
に
は
諏
訪
大
社
の

「御
柱
」
の
起
源

と
言
わ
れ
る
柱
が
立
っ
て
い
る
。

マ
ナ
リ
ー
は
イ
ン
ド
の
「軽
井
沢
」
言
わ
れ
る
リ
ゾ
ー

ト
地
で
す
。
デ
リ
ー
が
４
０
℃
を
超
え
る
５
月
頃
は
マ

ナ
ー
リ
か
ら
車
で
９
０
分
ほ
ど
の
ロ
ー
タ
ン
パ
ス
で
は

デ
リ
ー
で
は
見
る
こ
と
が
な
い
雪
で
埋
ま
っ
て
い
る
の

で
人
気
が
高
い
。

∞＼
８
上
畳
度
順
化
登
山
と
し
て
霊
糧
一
厨
ぎ
浄
く
寺
院
に
登

山
に
出
か
け
た
。
こ
の
地
域
で
は
有
名
な
ヒ
ン
ズ
ー
寺

院
で
あ
り
多
く
の
人
々
が
登
山
道
を
歩
い
て
い
た
。
途

中
登
山
道
の
両
側
に
大
麻
が
生
い
茂
り
文
化
の
違
い
を

感
じ
る
。

こ
の
寺
院
に
も

「御
柱
」
が
立
つ
て
い
た
。
元
は
避
雷

針
の
役
目
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
眼
下
に
は
ベ
ア
ス
川
の

谷
が

一
望
で
き
た
。
帰
る
途
中
に
マ
ナ
リ
ー
で
食
料
な

ど
調
達
し
た
。
こ
こ
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
し
た
ラ
ジ
ー

ブ

・
シ
ャ
ル
マ
氏
を
紹
介
さ
れ
た
。
彼
は
山
田
昇
さ
ん

や
尾
形
好
雄
さ
ん
を
親
交
が
あ
る
と
の
こ
と
。
マ
ナ
リ

ー
に
は
多
く
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
が
住
ん
で
い
る
ら
し
い
。

Ｒ
〓

・
朝
食
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
並
み
を
見
な
が
ら
ホ
テ
ル
の

ベ
ラ
ン
ダ
で
取
る
。
７
時
、
車
３
台
を
チ
ヤ
ー
タ
し
て

チ
ヤ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
ヘ
向
か
・２

今
回
は
ガ
イ
ド
の
バ

ギ
ー
さ
ん
と
コ
ッ
ク
、　
コ
ッ
ク
助
手
３
名
で
構
成
。
歩

く
距
離
が
短
い
の
で
ポ
ー
タ
は
無
し
と
し
た
。

途
中
の
ロ
ー
タ
ン
パ
ス
Ｐ
８
９
途
中
で
お
花
畑
を
散

策
し
た
。
花
に
埋
も
れ
た
谷
川
に
は

「幻
の
ブ
ル
ー
ポ

ピ
ー
」
も
多
く
見
ら
れ
て
感
激
す
る
。
ロ
ー
タ
ン
パ
ス

で
し
ば
ら
く
歩
い
て

ヽ
Ъ
ｏ
２

を
超
え
た
と
こ
ろ
で
昼

食
を
と
る
。
途
中
の
草
原
も
多
く
の
花
を
見
る
こ
と
が

出
来
た
。

パ
ス
か
ら
チ
ヤ
ト
ル
谷
に

】）ｏ
ｏ
ｏ
日

下
り
を
チ
ヤ
ン

ド
ラ
川
に
沿
っ
て
タ
ダ
ル
・
プ
Ｉ

Ｃ
・■
ｏ
ｏ
日
）
へ
向
か

う
。
途
中
の
茶
店
で
地
酒
の
ア
ラ
ッ
ク
と
チ
ャ
ン
グ
を

購
入
。
チ
ャ
ン
グ
は
韓
国
の
マ
ッ
カ
リ
と
同
じ
で
辛
さ

ん
が
作
り
方
を
確
認
し
て
全
く
同
じ
も
の
と
判
鳴

モ
ン
ゴ
ル
族
の
九
が
韓
国
を
支
配
し
た
と
き
に
伝
え
ら

れ
て
そ
う
だ
。
ア
ラ
ッ
ク
は

８
ｏ
円
／
Ｌ
で
チ
ヤ
ン
グ

は

い
ｏ
円
／
Ｌ
で
あ
つ
た
。
タ
ダ
ル
プ
ー
は
谷
底
に
あ

る
平
坦
地
の
放
牧
地
で
小
川
も
流
れ
て
い
て
快
適
な
キ

ヤ
ン
プ
地
で
あ
る
。

∞＼
馬

。
今
日
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
に
向
か
う
。
チ
ャ
ン
ド

ラ
河
に
沿
っ
た
道
、
未
舗
装
の
悪
路
で
車
は
上
下
左
右

の
揺
れ
が
止
ま
る
こ
と
が
無
い
。
途
中
で
見
え
る
花
が

し
ば
し
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。
道
路
の
両
側
に

は
Ｃ
Ｂ
山
群
と
い
わ
れ
る
記
号
名
の
山
々
が
谷
に
追
っ

て
い
る
の
で
時
々
長
大
な
滝
が
見
ら
れ
る
。
ガ
イ
ド
の

バ
ギ
ー
は
Ｃ
Ｂ
ｌ
４

（ρ
Ｑ
∞じ

に
登
頂
し
て
い
て
こ

の
山
域
に
は
詳
し
い
。

途
中
仏
塔
の
あ
る
ク
ン
ザ
ス
パ
ス

，
８
ヨ
に
立
ち
寄

り
、
そ
こ
か
ら
少
し
登
り

，
８
望

の
頂
に
出
た
。
こ
こ

か
ら
は
チ
ヤ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
や
Ｃ
Ｂ
山
群
に
抱
か
れ
た

氷
河
も
見
ら
れ
、
タ
ル
チ
ョ
も
風
に
な
び
い
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
タ
ー
ル
ま
で
は
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
も
あ

る
。
車
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
手
前
で
車
止
め
が
あ
り

こ
こ
か
ら
は
荷
は
車
か
ら
馬
に
乗
せ
て
テ
ン
場
に
運
ん

だ
。
テ
ン
ト
場
は
タ
ー
ル
の
水
が
流
れ
出
る
小
川
沿
い

に
あ
り
、
炊
事
は
全
て
こ
の
水
を
利
用
し
た
。
チ
ャ
ン

ド
ラ
タ
ー
ル
は

，
Ｎ
Ｐ

に
あ
り
湖
畔
は
花
に
埋
ま
り
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
エ
ー
デ
ル
ア
イ
ス
の
群
生
は
い
た
る
と
こ
ろ

に
見
ら
れ
る
。
近
く
に
は
湿
原
が
あ
り
緑
と
ヒ
マ
ラ
ヤ

が
素
晴
ら
し
い
景
観
を
見
せ
て
く
れ
る
。
テ
ン
ト
場
に

は
ド
イ
ツ
人
や
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
パ
ー
テ
イ
ー
も
い
て

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
る
。

長
お

。
今
日
は
終
日
チ
ャ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
周
辺
の
散
策
と
休

養
日
。
夜
明
け
前
に
丘
の
上
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
夜
明
け

を
堪
能
し
た
。
タ
ー
ル
を
ゆ
つ
く
り
周
回
し
て
各
自
思

い
思
い
の
楽
し
み
方
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
た
。
岡
野
さ
ん
と
山
際
は

，
Ｎ
ｏヨ
で
水
泳
し
て
高
地

記
録
を
更
新
し
た
。

食
事
は
バ
コ
ラ
と
い
う
野
菜
て
ん
ぷ
ら
や
持
ち
込
ん

だ
４
羽
の
ニ
ワ
ト
リ
の
か
ら
揚
げ
な
ど
と
定
番
の
各
種

カ
レ
ー
や
チ
ャ
パ
テ
イ
が
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
持
ち

込
ん
だ

「そ
う
め
ん
」
が
や
は
り
最
高
に
旨
か
つ
た
。

長
ド

・
チ
ヤ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
を
後
に
し
て
マ
ナ
リ
ー
ま
で
走

る
。
天
候
に
恵
ま
れ
て
晴
天
が
続
い
た
が
荒
れ
る
と
チ

ヤ
ン
ド
ラ
河
か
ら
近
い
道
路
や
両
側
の
谷
川
か
ら
の
水

が
道
路
を
洗
う
場
所
が
通
行
出
来
な
く
な
る
恐
れ
が
大

き
い
ル
ー
ト
で
あ
る
。
途
中
で
何
度
か
ヤ
ギ
や
羊
の
群

れ
に
道
路
を
塞
が
れ
る
。
こ
の
荒
廃
し
た
厳
し
い
自
然

環
境
の
中
で
も
人
々
の
生
活
に
触
れ
ら
れ
、
た
く
ま
し

さ
を
感
じ
る
。
ロ
ー
タ
ン
パ
ス
に
近
づ
く
と
雨
で
あ
っ

た
。
ま
だ
モ
ン
ス
ー
ン
が
開
け
て
い
な
い
。
道
は
泥
ん

こ
に
ぬ
か
る
み
渋
滞
も
起
き
て
い
た
。

長
覇

・
朝
か
ら
マ
ナ
ー
リ
観
光
と
買
物
出
か
け
た
。
昼
は
チ

ベ
ツ
タ
ン
の
経
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
マ
ト
ン
す
き
焼
き

な
ど
を
食
べ
る
が
味
は
今
ひ
と
つ
で
あ
つ
た
。
夕
刻
か
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ら
夜
行
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
デ
リ
ー
に
向
か
っ
た
。
　
　
．

ミ
８

・
デ
リ
ー
に
朝
８
時
過
ぎ
に
到
着
。
世
界
遺
産
ク
ツ
ブ

ミ
ナ
ー
ル
を
観
光
後
に
午
後
か
ら
マ
ネ
サ
ー
ル
の
長
さ

Ｆ
８
８

で
５
階
の
建
て
の
巨
大
モ
ー
ル
に
て
買
物
。
夜

は
レ
ス
ト
ラ
ン
内
で
醸
造
し
て
い
る
生
ビ
ー
ル
を
堪
能

し
た
。

く
ヽ
・
チ
ャ
ー
タ
バ
ス
で
早
朝
か
ら
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
観
光
の

た
め
に
ア
グ
ラ
に
移
動
。
終
日
観
光
し
た
。

長
“
・
フ
マ
ユ
ー
ン
と
イ
ン
ド
門
な
ど
観
光
後
買
物
を
し
て

い
Ｗ
台

発
の
便
で
帰
国
に
途
に
つ
い
た
。

長
お

。
成
田
に
ヽ
お
い　
帰
国

山
際
は
こ
の
後
し
ば
ら
く
デ
リ
ー
に
残
り
、
古
い
友
人

の
ア
ル
パ
ナ
兄
妹

（イ
ン
ド
登
山
界
で
実
力
者
だ
っ
た

フ
カ
ム
・
シ
ン
氏
の
子
供
）
と
も
会
い
山
岳
情
報
と
今

後
の
協
力
了
解
を
得
た
。
ま
た
今
回
同
行
し
た
ラ
ジ
ー

ブ
氏

（イ
ン
ド
登
山
学
校
上
級
卒
業
生
）
は
日
本
人
向

け
専
用
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
旅
行
社
を
立
ち
上
げ
た
の
で

イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
情
報
は
山
際
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

《
ガ
ン
シ
エ
ン
カ
雪
峰
》
遠
征
報
告

県
岳
連
・
海
外
委
員
〈天
口同
隊
　
隊
長
‥
大
谷
和
男

１
．
は
じ
め
に

筆
者
は
、
上
海
駐
在
員
時
代
の
２
０
０
７
年
８
月
に
探
検

気
分
か
ら
こ
の
地
を
訪
れ
た
。
当
時
は
外
国
人
未
開
放
地
帯

で
、
天
気
も
悪
か
っ
た
こ
と
か
ら
氷
河
の
末
端
ま
で
歩
き
引

き
返
し
た
。
ど
う
い
う
縁
か
今
回
、
再
度
そ
の
地

へ
遠
征
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
気
を
取
り
直
し
て
出
か
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
遠
征
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

隊
長

・
渉
外

‥
大
谷
和
男

（深
谷
山
岳
会
）、
登
攀
隊
長

‥

天
野
賢

一　
Ｑ
櫂
岬
山
岳
会
）、
装
備

・・今
雪
雅
夫

（あ
ゆ
む

山
の
会
）、
気
象

‥
蛭
川
幸
榮

（深
谷
山
岳
会
）、
食
料

‥

内
海
正
人

（浦
和
渓
稜
山
岳
会
）。

２
．
行
品
彗
贈
琢

①
Ｂ
Ｃ
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

＊
∞
あ
（土
Ｙ
成
田

貧
ｏ
い̈
じ

～
上
海
浦
東
～
西
寧

貧
∞
Ｎ̈
９

～
ホ
テ
ル

（８

３̈
）

西
寧
の
ホ
テ
ル
で
青
海
省
の
山
岳
協
会
か
ら
登
山
許
可
証

を
受
け
取
り
打
ち
合
わ
せ
る
。
ガ
イ
ド
兼
連
絡
係
兼
通
訳
は
、

チ
ベ
ッ
ト
人
の
尼
赤

（
ニ
ー
チ
ー
）。
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
。

＊
∞
お

（日
Ｙ
・ホ
テ
ル
の
心̈
９
～
ダ
ム
～
大
坂
峠
～
青
石
嘴

（〓
ｏ̈
Ｑ
」∞
卜̈
９

～
七
彩
瀑
布
・
∞
ｏ
ｏ
ｏ
日

貧
心
も
変
８

５̈
）

～
”
〇
・
卜
覇
ｏ
日

（“
卜̈
９

西
寧
で
は
雨
の
中
出
発
し
た
が
、
大
坂
峠
あ
た
り
か
ら
天

気
回
復
し
皆
元
気
に
な
る
。
青
石
嘴
で
昼
食
を
ど
り
Ｂ
Ｃ
ま

で
の
馬
の
手
配
を
済
ま
す
。
登
山
口
の
七
彩
瀑
布
ま
で
は
車

で
入
り
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
Ｂ
Ｃ
ま
で
進
む
。
荷
物
は
馬
で

運
び
、
サ
ブ
ザ
ッ
ク
を
背
負
い
出
発
。
す
ぐ
に
富
士
山
の
高

さ
を
越
え
、Ｎ
ｏ
ｏ
■
年
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ガ
ン

シ
エ
ン
カ
雪
峰
の
全
貌
が
見
え
る
。価墜
局
卜
ｏ
ｏ
ｏ
日
も
越
え
、

平
坦
な
台
地
を
ガ
ン
シ
エ
ン
カ
雪
峰
を
見
な
が
ら
進
む
と
Ｂ

Ｃ
到
着
。

②
登
山
活
動

＊
殴
８
、（月
Ｙ
ｔ
Ｃ
●
６
９

～
氷
河
手
前
よ
お
い
ま
６
∞̈
９

～
Ｃ
ｌ
予
定
地

（お
“
Ｑ
〓
¨ヽ
９

～
Ｂ
Ｃ

（罵

ω̈
９

＊
錠
口

（火
Ｙ
・Ｂ
Ｃ

貧
ｏ
μ
９
・七
彩
瀑
布

（口

８̈
）

高
度
障
害
が
出
な
が
ら
も
今
雪
隊
員
を
除
く
４
名
が
Ｃ
ｌ

を
目
指
し
出
発
。
今
日
も
天
気
が
よ
い
。
氷
河
の
手
前
で
休

憩
を
取
っ
た
と
き
、
い
つ
ま
で
好
天
が
続
く
か
心
配
で
空
を

見
上
げ
て
決
断
し
た
。
ま
だ
１
２
時
間
は
行
動
で
き
る
。
天

気
が
よ
い
と
き
を
有
効
に
使
い
、
こ
こ
か
ら
ロ
ン
グ
ア
タ
ッ

ク
を
か
け
る
と
い
う
作
戦
に
変
更
し
た
。
荷
物
を
デ
ポ
し
て

氷
河
に
入
る
。
高
度
を
上
げ
る
に
従
い
ク
レ
バ
ス
の
数
が
増

す
。
雪
に
埋
も
れ
分
か
り
に
く
い
が
尼
赤
が
慎
重
に
ル
ー
ト

を
取
る
。
途
中
で
蛭
川
隊
員
撤
退
し
、
３
名
で
ア
タ
ッ
ク
を

か
け
る
。
Ｃ
ｌ
の
手
前
に
は
急
登
が
あ
り
、
登
り
切
る
と
ク

レ
バ
ス
帯
が
続
き
ロ
ー
プ
を
出
す
。
Ｃ
ｌ
に
予
定
し
て
い
た

と
こ
ろ
も
ク
レ
バ
ス
だ
ら
け
で
よ
い
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、
我
々
が
登
ろ
う
と
し
て
い
る

ル
ー
、卜
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
日
の
前
に
大
き
な
ク
レ

バ
ス
が
あ
り
、
そ
の
先
の
雪
壁
が
か
な
り
急
で
、
登
っ
た
ら

降
り
て
こ
ら
れ
な
い
と
う
状
況
だ
っ
た
。
基
本
的
に
装
備
が

足
り
な
い
と
判
断
し
勇
気
あ
る
撤
退
を
決
立鳥
Ｂ
Ｃ
へ
戻
り
、

翌
ば
下
山
し
た
。

③
下
山
後

＊
殴
ＨＹ
昴

（水
、
木
Ｙ
・青
海
湖
、
西
寧
市
内
見
学

＊
∞
工ヽ
　
　
（金
Ｙ

西
宜
―
上
海

＊
殴
８
　
　
（土
Ｙ
。上
海
浦
不

成
田

３
。
結
　
一百

中
国
青
海
省
の
登
山
者
ゼ
ロ
の
地
帯
に
入
り
、
登
頂
は
出

来
な
か
っ
た
が
、
事
前
情
報
も
極
め
て
少
な
い
探
検
的
な
登

山
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
中
国
に
、
探
検
的
な
登
山
の
可

能
性
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
　

以
上

クンザンパス(4,551m)の丘にて
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ガンシェンカ雪峰を見ながらBCへ向かう 最終的に断念した雪壁

〈
前
穂
高
岳

・
屏
風
岩

ｏ

東
壁
ル
ン
ゼ
／
雲
稜
ル
ー
ト
〉

８
８

夏
合
宿
　
深
谷
山
岳
会

岡
田

修
　
記

日
　
程

２̈
０
０
９
年
８
月
１
３
～
１
６
目

パ
ー
テ
イ
‥
加
藤
富
之

・
岡
田
　
修

■
く
昴

（１
日
目
）
　

雨
　
入
山
日
　
横
尾
ま
で

（Ｂ
Ｃ
）

８
８
ｏ
　
岡
田
宅
発
。
も
う
明
る
く
な
る
な
か
出
発
。
高
速

も
た
い
し
て
混
ん
で
な
く
、
順
調
に
松
本
Ｉ
Ｃ
ま
で
。
高
速

を
降
り
て
も
順
調
に
進
み
、
い
つ
も
の
沢
渡
第
２
駐
車
場

へ
。

係
員
の
誘
導
で
車
を
止
め
る
。
７
割
方
の
入
り
か
な
。
パ
ッ

キ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
雨
が
チ
ラ
ホ
ラ
。
な
ん
と
か
横
尾
ま

で
も
っ
て
く
れ
―
。
バ
ッ
キ
ン
グ
を
終
えヽ
、
二
人
じ
ゃ
高
い
か

ら
タ
ク
シ
ー
は
止
め
、
シ
ヤ
ト
ル
バ
ス
乗
り
場
へ
８
ｏヨ
歩
く
。

８

卜̈
『
　
シ
ヤ
ト
ル
バ
ス
乗
車
。
６
割
の
乗
車
率
で
楽
々
座

れ
る
。
ザ
ッ
ク
は
ト
ラ
ン
ク
ヘ
。
３
０
分
ほ
ど
で
上
高
地
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
竜

雨
が
本
降
り
に
。
ま
い
っ
だ
な
―
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
下
が
り
ま
く
り
。
登
山
届
を
出
し
、
ザ

ツ
ク
カ
バ
ー
を
し
傘
を
準
婉

８
昴
ｏ
　
歩
き
始
め
。
携
帯
傘
は
柄
が
短
く
、
大
き
い
ザ
ッ

ク
で
は
何
と
も
さ
し
づ
ら
い
。
人
は
結
構
多
い
か
な
。

８
二
ｏ
　
明
神
着
、
人
が

一
気
に
少
な
ぐ
な
っ
た
。

〓
６
ｏ
　
徳
沢
着
。
人
が
少
し
増
え
た
ね
。　
一
服
し
て
る
と

コ
カ
コ
ー
ラ
の
配
送
車
が
や
つ
て
き
た
。
う
―
ん
な
ん
だ
か

な
―
。

Ｓ
二
ｏ
横
尾
着
。
雨
は
止
む
気
配
を
見
せ
な
い
の
で
、
予
定

し
て
い
た
岩
小
屋
を
渡
渉
せ
ず
、
横
尾
に
Ｂ
Ｃ
を
張
る
こ
と

に
決
定
し
、
小
屋
で
ビ
ー
ル
。
１
４
時
す
ぎ
雨
が
小
降
り
に

な
っ
た
の
を
見
計
ら
い
、
天
張
る
，
こ
の
あ
と
は
飲
ん
で

寝
て
、
飲
ん
で
寝
て
を
繰
り
返
し
、
就
寝
。
雨
は
ず
―
っ
と

降
っ
て
い
た
。

■

ミ
エ

（２
日
日
）
　

晴
　
乗
壁
ル
ン
ゼ

８
お
ｏ
　
起
床
。
眠
い
。
で
も
い
い
天
気
だ
。
今
日
は
４
年

前
の
リ
ベ
ン
ジ
で
東
壁
ル
ン
ゼ
。
気
合
い
が
入
る
。

８
６
ｏ
　
Ｂ
Ｃ
発
。
明
る
く
な
っ
て
て
岩
小
屋
ま
で
飛
ば
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
渡
渉
。
距
離
は
長
い
が
浅
瀬
を
選
ぶ
。

ア
ホ
な
岡
山
は
こ
の
た
め
に
特
っ
て
き
た
ビ
ー
サ
ン
を
Ｂ
Ｃ

に
置
い
て
き
て
し
ま
い
さ
素
足
で
渡
渉
。
相
変
わ
ら
ず
痛
冷

た
い
。

８

卜̈
ｏ
　
ｌ
ル
ン
ゼ
出
合
発
。
ゴ
ー
ロ
帯
を
ひ
た
す
ら
詰
め

る
。
途
中
で
屏
風
に
朝
日
が
あ
た
り
い
い
か
ん
じ
。
Ｔ
４
尾

根
を
登
る
パ
ー
テ
ィ
の
コ
ー
ル
が
聞
こ
え
て
く
る
。

８

ω̈
ｏ
　
Ｔ
４
尾
根
取
付
着
。
雪
渓
は
少
し
残
っ
て
る
。
待

つ
て
る
人
と
登
っ
て
る
人
で
が
１
０
人
以
上
い
る
か
ら
、
大

渋
滞
必
至
で
す
な
。
う
ち
ら
は
多
分
貸
切
で
し
ょ
う
。
Ｔ
４

尾
根
出
だ
し
は
濡
れ
て
て
や
ら
し
そ
う
だ
つ
た
。
登
攀
準
備

を
し
小
ラ
バ
ー
ス
開
始
。
道
が
不
明
瞭
で
草
だ
ら
け
。
最
初

下
に
降
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
戻
っ
て
岩
の
基
部
か
ら
背
の
高

い
草
の
中
を
突
っ
込
ん
だ
ら
、踏
跡
に
で
て
、
そ
れ
を
下
る
。

道
は
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
で
変
わ
ら
ず
悪
い
。

霧
８
ｏ
　
東
壁
ル
ン
ゼ
取
付
着
。
す
げ
―
コ
ケ
コ
ケ
だ
。
岩

も
濡
れ
て
て
悪
そ
う
だ
。
草
も
増
え
て
る
み
た
い
。
こ
ち
ら

で
は
の
ん
び
り
飯
を
食
”λ

ミ

ら̈
　
登
攀
開
始
。
オ
ー
ダ
ー
は
前
回
と
逆
。
さ
―
て
頑

張
り
ま
す
か
―
、
グ
レ
ー
ド
は
主
観
で
す
。
ｌ
Ｐ
・
加
藤
リ

ー
ド
４
級

よ
ｒ
。
や
は
り
悪
い
み
た
い
で
、
左
上
す
る
と
こ

ろ
で
難
渋
し
て
い
る
。
な
ん
と
か
抜
け
る
が
、
ビ
レ
イ
点
が

見
つ
か
ら
ず
、　
ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
て
ビ
レ
イ
。
や
は
り
甘
く

ね
―
な
―
。
２
Ｐ
・
岡
田
リ
ー
ド
。
３
級
＋
・
ωＰ
。
い
く
ら

か
乾
い
て
き
て
快
適
。
３
Ｐ
・
加
藤
リ
ー
ド
。
と

・
ハ
ｇ
。
右

ヘ
カ
ン
テ
状
を
フ
リ
ー
で
越
え
、
そ
こ
か
ら
ボ
ル
ト
ラ
ダ
ー
。

シ
ュ
リ
ン
ゲ
は
ボ
ロ
ボ
ロ
。
２
か
所
ナ
ッ
ツ
で
や
り
過
ご
す
。

う
―
ん
登
ら
れ
て
な
い
な
。
　

４
Ｐ
・
岡
田
リ
ー
ド
。
５
級

一
＞
Ｔ
ら
日
、
と
に
か
く
出
だ
し
の
フ
リ
ー
が
悪
く
、
こ
の
グ

レ
ー
ド
を
つ
け
た
い
。
１
か
所
リ
ン
グ
が
破
断
し
て
て
フ
ィ
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フ
イ
で
や
り
過
ご
す
。
こ
の
ア
ブ
ミ
２
ピ
ッ
チ
で
二
人
と
も

足
の
指
先
が
痛
く
な
る
。
壁
の
傾
斜
が
な
い
の
で
、
ア
ブ
ミ

に
乗
る
と
つ
ま
先
が
岩
に
当
た
る
の
だ
。
５
Ｐ
ｏ
加
藤
リ
ー

ド
。
４
級

〓
Ｔ
トコ
。
バ
ン
ド
を
左

へ
行
き
、
ス
ラ
ブ
を
直

上
。
６
Ｐ
岡
田
リ
ー
ド
。
？
級
よ
ｒ
。
簡
単
な
草
付
の
わ
け

が
ル
ー
ト
ミ
ス
し
、
岩
に
行
き
詰
る
。
懸
垂
で
ち
ょ
っ
と
戻

り
、
そ
こ
か
ら
は
加
藤
さ
ん
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
，２

こ
こ

は
右
か
ら
巻
く
よ
う
に
い
か
ん
と
い
か
ん
ね
。
見
上
げ
る
と

上
部
岩
壁
が
圧
倒
的
な
迫
力
で
覆
い
か
ぶ
さ
る
。
７
Ｐ
ｏ
加

藤
リ
ー
ド
。
？
級

『ｏヨ。
コ
ン
テ
も
交
え
、
草
を
か
き
分
け

バ
ン
ド
に
出
る
。
や
っ
ぱ
り
前
回
よ
り
悪
い
。

馬

ｏ̈ｏ
　
Ｔ
３
着
。
い
や
―
ま
た
時
間
か
か
っ
ち
ゃ
つ
た
。

ま
い
っ
た
な
―
。概
し
て
前
回
よ
り
悪
い
か
ら
仕
方
な
い
か
。

Ｔ
３
は
草
だ
ら
け
。
バ
イ
ル
で
草
を
刈
っ
て
座
る
場
所
を
作

る
。
上
か
ら
は
ひ
つ
き
り
な
し
に
水
滴
が
落
ち
て
く
る
。

馬
“
ｏ
　
８
Ｐ
ｏ
岡
田
リ
ー
ド
。
４
級
＋
≧

。
８
乳

ユ馴
回
フ

オ
ロ
ー
で
も
苦
労
し
た
ピ
ッ
チ
。
チ
ム
ニ
ー
か
ら
フ
エ
ー
ス

で
ハ
ン
グ
帯
を
左
か
ら
回
り
込
み
、
凹
角
直
上
か
ら
左
上
し

右
ヘ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
ハ
ン
グ
上
の
ビ
レ
イ
点
に
行
く
。
言

葉
に
す
る
と
複
雑
だ
が
、
と
に
か
く
盛
り
沢
山
で
面
白
い
ピ

ツ
チ
だ
つ
た
。
ち
ょ
つ
と
成
長
を
感
じ
る
。
９
ｐ
・
加
藤
リ

ー
ド
。
卜
級
詫

島
ｏヨ。
垂
壁
を
右
上
し
、
数
手
の
フ
リ
ー
を

交
え
ヌ
レ
ヌ
レ
の
ろ
フ
ブ
の
ボ
ル
ト
ラ
ダ
ー
で
大

ハ
ン
グ
を

越
え
る
。
だ
が
こ
の
大
ハ
ン
グ
、
ｙ

ほ
ど
張
り
出
し
て
る
が
、

支
点
が
遠
い
。
加
藤
さ
ん
が
シ
ュ
リ
ン
ゲ
を
新
設
し
、
果
敢

に
ト
ラ
イ
す
る
が
、
ど
う
し
て
も
越
え
ら
れ
ず
、
断
念
。　
一

時
間
ほ
ど
の
格
闘
だ
っ
た
。
ビ
レ
イ
中
東
稜
下
降
パ
ー
テ
イ

が
Ｔ
２
か
ら
ザ
イ
ル
を
回
収
で
き
ず
に
難
渋
し
て
い
た
。
か

わ
い
そ
う
に
。
声
を
か
け
ら
れ
た
が
、
ドｇ

ほ
ど
離
れ
て
い

た
の
で
大
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
で
き
な
か
っ
た
。
翌
日
登
り

返
す
と
の
こ
と
。
う
―
ん
人
ご
と
と
は
思
え
ん
。
今
度
は
岡

田
の
フ
オ
ロ
ー
。
ヌ
ル
ヌ
ル
で
足
は
滑
る
し
、
ズ
ボ
ン
は
真

つ
黒
で
ハ
ン
グ
下
へ
。
さ
て
大
ハ
ン
グ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
が
、
行
き
た
い
気
持
ち
は
あ
っ
た
が
時
間
か
ら
し
て
、

突
っ
込
め
ば

ヘ
ッ
電
必
至
。
い
い
ビ
バ
ー
ク
地
も
な
い
か
ら
、

こ
こ
か
ら
の
下
降
を
決
め
る
。

覇
品
ｏ
　
敗
退
決
定
。

ハ
ン
ギ
ン
グ
ビ
レ
イ
な
ん
で
ザ
イ
ル

操
作
が
や
や
こ
し
い
。
懸
垂

一
発
で
Ｔ
３
に
届
い
た
。

８

ω̈ｏ
　
Ｔ
３
着
。
ま
た
返
り
討
ち
に
あ
っ
た
が
、
難
易
度

は
上
が
っ
て
た
し
、
前
回
よ
り
１
ビ
ッ
チ
伸
ば
せ
た
か
ら
、

満
足
だ
。
ま
た
来
よ
）λ

ま
っ
た
り
休
憩
。
Ｔ
４
へ
の
バ
ン

ド
も
草
だ
ら
け
。
ｌ
Ｐ
懸
垂
す
る
と
先
行
Ｐ
が
い
て
、
登
っ

て
く
る
バ
ー
テ
ィ
が
い
る
の
で
持
っ
て
る
と
の
こ
と
。
２
０

分
ほ
ど
待
ち
。
２
Ｐ
日
は
８
ヨ
一
杯
で
も
ち
ょ
っ
と
届
か
ず
、

い日
歩
く
。
３
Ｐ
ｏ
４
Ｐ
で
取
付
に
戻
る
。

あ
二
ｏ
　
Ｔ
４
尾
根
取
付
着
。
す
ぐ
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ュ

ー
ズ
を
脱
ぐ
。
も
―
耐
え
が
た
い
痛
さ
に
な
っ
て
た
。

あ
あ
ｏ
　
下
降
開
始
。
な
ん
と
か
ヘ
ッ
電
を
免
れ
る
た
め
駆

け
下
り
る
。
暑
い
汗
が
噴
き
出
る
。
３
０
分
で
渡
渉
点
。
も

―
お
構
い
な
し
に
靴
の
ま
ん
ま
入
渓
。
素
足
で
ビ
ク
ビ
ク
渡

っ
た
お
返
し
で
、
ガ
ン
ガ
ン
渡
る
。
會
邑
いな
し

ル
・
）

お
二
ｏ
　
岩
小
屋
前
。
真
っ
暗
の
一
歩
手
前
。
目
を
凝
ら
し

て
そ
の
ま
ま
横
尾
ま
で
歩
く
。

お

ω̈ｏ
　
Ｂ
Ｃ
帰
着
。
テ
ン
ト
料
を
払
う
つ
い
で
に
、
ビ
ー

ル
も
買
”２

テ
ン
ト
は
増
え
て
る
よ
う
だ
。
結
構
疲
れ
た
が
、

２
２
時
近
く
ま
で
飲
ん
で
食
べ
て
騒
く
、
他
に
も
同
じ
く
騒

い
で
る
の
が
い
た
ん
で
、
怒
ら
れ
ず
に
す
ん
だ
。
明
日
は
ち

ょ
っ
と
寝
坊
す
る
予
定
。

■
ミ
〓

（３
日
目
）

晴
　
雲
稜
ル
ー
ト

８
６
ｏ
　
起
床
。
眠
い
し
、
疲
れ
が
残
っ
て
る
な
―
。
で
も

行
く
の
だ
。
靴
も
乾
か
ず
、
か
な
リ
モ
チ
は
下
が
り
気
味
。

８
ド
一
　
Ｂ
Ｃ
発
。
本
国
は
の
ん
び
り
歩
く
。
出
発
が
遅
い

の
に
ね
。
ほ
ど
な
く
岩
小
屋
。
今
日
は
ピ
ー
サ
ン
持
っ
て
き

た
ぜ
―
と
安
易
に
入
渓
す
る
と
、
前
日
よ
り
け
る
か
に
冷
た

い
。
す
ぐ
に
感
覚
が
な
く
な
る
。
う
―
ん
ん
昨
日
は
雨
で
あ

つ
た
か
か
つ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
が
い
つ
も
の
冷
た
さ
だ
な
と

納
得
す
る
。

Ｒ

一̈い
　
１
ル
ン
ゼ
出
合
発
。
昨
日
と
同
じ
よ
う
に
１
ル
ン

ゼ
を
詰
め
る
が
、
ベ
ー
ス
は
ま
っ
た
り
。
昨
日
よ
り
１
時
間

半
も
遅
い
の
で
、

ヽ
日
は
上
が
り
、
と
て
も
暑
い
の
だ
。
た
ま

ら
ず
１
本
体
憩
。

８

Ｎ̈
ｏ
　
Ｔ
４
尾
根
取
付
着
。
今
日
は
誰
も
い
な
い
。
先
を

見
る
と
、
青
白
ハ
ン
グ
？

（東
海
山
岳
会
の
方
が
ト
リ
プ
ル

ジ
ョ
ー
カ
ー
を
登
っ
て
た
も
よ
う
Ｙ
雲
稜
。東
稜
に
人
が
見

え
る
。
や
っ
ぱ
こ
ん
な
遅
く
取
り
つ
く
ヤ
ツ
は
い
ね
―
よ
な
。

と
反
省
し
つ
つ
も
、
し
ば
ら
く
渋
滞
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、

う
れ
し
く
も
あ
る
。
靴
や
靴
下
を
乾
か
す
。

８

ｏ̈ｏ
　
登
攀
開
始
。
今
日
は
岡
田
が
２
Ｐ
口
を
リ
ー
ド
し

た
い
と
お
願
い
す
る
。
最
初
か
ら
足
先
は
痛
い
‥
上
一人
と
も

ｌ
Ｐ
・
加
藤
リ
ー
ド
。
４
級

。
８
乳

乾
い
て
て
特
に
問
題
な

し
。
２
Ｐ
・
岡
田
リ
ー
ド
。
５

一
級

。
さ
見

か
ぶ
り
気
味
の

カ
ン
テ
を
乗
越
し
中
間
部
の
フ
ェ
ー
ス
が
核
心
。
初
め
て
来

た
と
き
に
は
、
フ
オ
ロ
ー
で
も
き
つ
か
っ
た
が
、
安
定
し
て

登
れ
た
。
よ
し
よ
し
。
３
Ｐ
加
藤
リ
ー
ド
。
樹
林
帯
を
調
乳

こ
こ
で
加
藤
さ
ん
が
体
調
不
良
を
訴
え
る
。
息
が
上
が
り
ま

く
っ
て
、
熱
中
症
気
味
と
の
こ
と
で
、
し
ば
し
休
憩
。
休
ん

で
る
と
雲
稜

（た
ぶ
ん
）
か
ら
結
構
な
落
石
が
Ｔ
３
か
ら
東

壁
ル
ン
ゼ
下
部

へ
落
ち
て
い
く
。
こ
え
～
。
昨
日
じ
や
な
く

て
よ
か
つ
た
ね
。
４
Ｐ
ｏ
加
藤
リ
ー
ド
。
３
級

。
調
乳

Ｔ
４

手
前
の
木
陰
着
。
も
う
日
陰
が
な
い
の
で
、
も
う
１
回
休
む
。

加
藤
さ
ん
の
体
調
も
回
復
し
て
き
た
よ
う
だ
。

〓
二
ｏ
　
登
攀
開
始
。
岡
田
は
初
め
て
だ
が
、
加
藤
さ
ん
は

１
回
登
っ
て
る
の
で
、
加
藤
さ
ん
に
は
前
回
リ
ー
ド
し
て
な

い
ビ
ツ
チ
を
登
つ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。
ｌ
Ｐ

・
岡
田
リ

ー
ド
。
５
級

よ
い乳

コ
ー
ナ
ー
ク
ラ
ッ
ク
を
順
調
に
登
っ
て

い
く
が
、
中
間
く
ら
い
の
Ｃ
Ｓ
越
え
に
手
間
取
り
、
フ
ル
パ

ワ
ー
で
ず
り
上
が
る
始
末
。
力
を
使
い
切
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
後
の
面
白
そ
う
な
フ
エ
ー
ス
は
人
工
し
ま
く
り
。
な
さ
け

な
か
―
。
ビ
ナ
ク
ル
手
前
の
テ
ラ
ス
ま
で
。
２
Ｐ
・
加
藤
リ
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―
ド
。
５
＋
級

よ
ｇ
。
ピ
ナ
ク
ル
を
微
妙
な
態
勢
で
右

へ
越

え
、
細
か
い
フ
エ
ー
ス
を
右
上
し
、
バ
ン
ド
を
左
上
し
て
一扇

テ
ラ
ス
。
こ
こ
で
も
人
工
三
味
。
一扇
テ
ラ
ス
は
こ
の
切
り
立

っ
た
壁
の
な
か
の
オ
ア
シ
ス
だ
。
１
畳
く
ら
い
あ
る
か
な
。

ど
っ
か
り
休
憩
。
ほ
ん
に
今
日
は
緊
張
感
ね
―
な
―
。
３
Ｐ
・

岡
田
リ
ー
ド
。
≧

お
いヨ。
き
れ
い
な
ボ
ル
ト
ラ
ダ
ー
。
さ
す

が
メ
ジ
ャ
ー
。
１
か
所
ボ
ル
ト
の
み
で
、
シ
ュ
リ
ン
グ
か
ま

す
。
バ
ン
ド
手
前
で
右
上
し
、
ビ
レ
イ
点
。
４
Ｐ
・
加
藤
リ

ー
ド
。
４
級

お
ヨ
。
３
ｍ
直
上
し
バ
ン
ド
を
右
ヘ
ト
ラ
バ
ー

ス
。
か
な
り
怖
い
。
さ
ら
に
草
付
を
右
上
す
る
と
東
壁
ル
ン

ゼ
に
出
る
が
、
さ
ら
に
右
上
し
ビ
レ
イ
点
。
フ
オ
ロ
ー
中
、

東
壁
ル
ン
ゼ
を
登
ろ
う
と
試
み
た
が
コ
ー
ナ
ー
ク
ラ
ッ
ク
で

ム
ズ
イ
し
、
苔
て
る
し
、
ピ
ン
は
少
な
い
し
で
、
す
ぐ
諦
め

て
ビ
レ
イ
点

へ
。
５
Ｐ
・
岡
田
リ
ー
ド
。
５
級
＋
・
ふ
ヨ
。
５

ｍ
左
上
で
テ
ラ
ス
に
出
て
、
ま
た
東
壁
ル
ン
ゼ
に
戻
る
。
あ

と
は
ル
ン
ゼ
を
詰
め
る
だ
け
。
し
ば
ら
く
は
コ
ケ
が
多
く
快

適
な
ピ
ツ
チ
と
は
い
い
が
た
い
。
概
し
て
ホ
ー
ル
ド
は
細
か

く
テ
ク
ニ
カ
ル
。
元
気
な
ら
楽
し
め
る
ピ
ッ
チ
だ
ろ
う
が
、

や
は
り
人
工
し
ま
く
り
。
１
回
楽
を
覚
え
ち
や
う
と
堕
落
し

て
い
く
の
ね
。
加
藤
さ
ん
が
登
っ
て
き
た
と
き
は
１
６
時
。

あ
と
１
ピ
ツ
チ
ど
う
し
よ
う
か
と
相
談
し
た
が
、
核
心
部
は

抜
け
た
か
ら
も
う
い
い
で
し
よ
ヶ
、
と
あ
つ
さ
り
決
ま
り
、

下
降
決
定
。

８
二
ｏ
　
下
降
開
始
、
さ
て
ど
こ
ま
で
降
り
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
―
メ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ト
だ
し
、
登
っ
て
て
結
構
支
点
は
あ
っ

た
か
ら
大
文
夫
だ
ろ
■ヽ

ｌ
Ｐ
よ
いヨ
。
２
Ｐ
日
の
バ
ン
ド
ま

で
。
せ
ま
―
い
岩
の
間
に
ス
ツ
ボ
リ
。
一扇
テ
ラ
ス
ヘ
の
バ
ン

ド
ヘ
続
く
ビ
ナ
ク
ル
だ
っ
た
。
２
Ｐ
３
ヨ
。
Ｔ
４
バ
ン
ド
に
届

き
ま
せ
ん
Ｌ

途
中
に
支
点
は
あ
っ
た
が
。
先
に
降
り
た
加

藤
さ
ん
は
ビ
ナ
ク
ル
に
捨
て
縄
し
て
、
ア
ブ
ミ
連
結
で
ク
ラ

イ
ム
ダ
ウ
ン
。
岡
田
は
そ
こ
か
ら
ザ
イ
ル
回
収
し
、
再
度
懸

垂
。
Ｔ
４
尾
根
下
降
点
て
ま
た
休
憩
。
今
日
は
休
憩
三
味
だ

な
。
あ
と
は
昨
日
と
同
じ
。

あ
二
ｏ
　
Ｔ
４
取
付
着
。
ま
ず
は
靴
を
履
き
替
え
る
。
お
―

乾
い
て
る
ぜ
―
。
今
日
イ
チ
で
う
れ
し
か
っ
た
。
今
日
は
ヘ

ッ
電
覚
悟
で
ま
っ
た
り
休
憩

“
ド
ｏ
　
下
降
開
始
。
今
日
は
疲
れ
て
る
し
、
ス
ロ
ー
。
渡

渉
は
、
せ
つ
か
く
乾
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
靴
の
ま
ま
。

明
日
は
下
山
だ
け
だ
か
ら
、
ど
―
に
で
も
な
れ
っ
て
か
ん
じ

８
も
い
　
岩
小
屋
着

ヘ
ッ
電
装
着
。
や
っ
ぱ
歩
き
や
す
い
や
。

８
ド
ｏ
　
８

帰
着
。
ふ
―
終
わ
つ
た
。
前
日
と
同
様
、
テ
ン

ト
代
を
払
い
、
ビ
ー
ル
も
買
い
、
宴
会
突
入
。
疲
労
感
と
満

足
感
に
ひ
た
り
な
が
ら
、
残
っ
た
酒
を
飲
み
干
し
２
２
時
す

ぎ
溶
け
る
よ
う
に
眠
り
に
就
く
。

■
∞卜
ｏ
　
晴
　
下
山
日

８
８
ｏ
　
起
床
。
ち
と
飲
み
す
ぎ
た
み
た
い
。
朝
日
に
輝
く

前
穂
東
壁
が
き
れ
い
だ
。
ち
ん
た
ら
下
山
準
備
を
し
、
世
話

に
な
っ
た
屏
風
に
さ
よ
な
ら
す
る
。
ま
た
来
る
ぜ
！

Ｑ
ド
ｏ
　
横
尾
発
。

∞
馬
ｏ　
徳
沢
着
。
山
菜
そ
ば
に
生
卵
と
生
ビ
ー
ル
。
豪
勢
な

朝
食
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

３
二
い
　
徳
沢
発
。

８
品
輌
　
明
神
着
。　
一
気
に
観
先
客
が
増
え
る
。
１
匹
の
カ

モ
が
え
さ
を
も
ら
い
に
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
た
。

巨

¨
ｏ
ｏ
　
上
高
地
着
。
タ
ク
シ
ー
は
ガ
ラ
ガ
ラ
だ
っ
た
が
、

バ
ス
も
似
た
よ
う
な
も
ん
で
、
人
が
集
ま
っ
た
ら
出
発
す
る

と
い
う
の
で
、
バ
ス
を
選
ぶ
。　
馬
８

円
な
り
。
乗
客
は
１

０
人
ほ
ど
だ
が
、
す
ぐ
に
出
発
。

〓
ド
ｏ
　
沢
渡
駐
車
場
着
。
駐
車
代
は
４
日
で
器
８

円
。
す

ぐ
に
坂
巻
温
泉

へ
。
ガ
テ
ガ
ラ
で
快
適
だ
っ
た
が
、
湯
が
熱

か
っ
た
。
す
っ
き
り
し
、
い
つ
も
の
「十
字
路
］
で
ラ
ン
チ
。

混
ん
で
て
な
か
な
か
出
て
こ
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
「和
風
ハ

ン
バ
ー
グ
」
は
絶
品
。
高
速
で
は
妙
義
Ｉ
Ｃ
付
近
で
い
く
ら
か

渋
滞
し
た
も
の
の
、
順
調
に
走
れ
た
。

８

¨
Ｏｏ
　
自
宅
着
。

雲稜 3Pを リー ドする岡田

東壁ルンゼ 9Pを リー ドする加藤
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《
県
岳
連

・
指
導
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

県
岳
連

‥
指
導
委
員
長
　
野
村
　
善
弥

１
．
指
導
員
総
会
の
案
内

埼
玉
県
山
岳
連
盟
所
属

。
日
本
山
岳
協
会
公
認
指
導
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
岳
連
活
動
に
関
し
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
中
し
あ
げ
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
平
成
２
１
年
度
指
導
員
総
会

・
研
修
会
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
の
で
お
忙
し
い
中
大
変
恐
縮
で
す
が

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
総
会
に
併
設
し
て
指
導

者
研
修
会
を
兼
ね
ま
し
て
開
催
致
し
ま
す
。

（４
年
に
１
度
の
指
導
員
更
新
の
研
修
会
の
一
環
と
し
て
）

日
時
・２
０
０
９
年
１
０
月
１
８
日
（日
）
ヽ
お
ｏ
～
お
お
ｏ

場
所
Ｉ
埼
玉
県
労
働
会
館
２
Ｆ
教
室

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
Υ
滅
ユ
ω　
　
一が
８
～
あ
“
ｏ

＊
指
導
委
員
会
　
報
告

（予
算
、
行
事
、
指
導
員
制
度
に

つ
い
て
、
日
本
山
岳
協
会
　
指
導
員
総
会
報
告
）

＊
フ
リ
ー
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン

（指
導
員
と
し
て
の
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
）　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ”
８
～
る
お
ｏ

指
導
員
研
修
会
　
講
師
　
上
級
プ
ロ
ガ
イ
ド
佐
藤
博
さ
ん

研
修
内
容
。講
義
『初
心
者
が
起
し
や
す
い
危
険
な
行
動
』

一
指
導
者
と
し
て
の
最
新
技
術
の
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

２
．
指
導
員
資
格
更
新
に
よ
る
埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
指
導
員

会
費
納
入
の
お
願
い
。

該
当
者
に
つ
き
ま
し
て
は
直
接
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

＊
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

「登
録
証
」
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
機

能
付
カ
ー
ド
に
な
り
皆
様
は
送
金
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
（指
導
員
資
格
を
更
新
さ
れ
な
い
方
は
野
村

ま
で
、
ご
連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
）
（こ
の
送
金
に
関
し

て
は
体
育
協
会
と
日
本
山
岳
協
会
の
更
新
登
録
費
に
な
り

ま
す
）、埼
玉
県
山
岳
連
盟
の
指
導
口具
〓費
と
し
て
別
に
４

年
に
１
回
更
新
時
で
す
の
で
、
４
０
０
０
円
送
金
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
郵
便
局
記
号

含
８
８
）
番
号

３
８
８
Ｎ
じ

ホ
リ
エ
　
ノ
ブ

コ．
（指
導
委
員
会
　
ホ
リ
エ
さ
ん
の
日
座

に
な
り
ま
す
）

＊
振
込
み
と
同
時
に
登
録
更
新
カ
ー
ド
に
、
該
当
内
容
を

記
載
し
、
所
属
山
岳
会
の
確
認
欄
に
も
記
入
さ
れ
、
野
村

ま
で
同
封
の
封
筒
に
て
返
信
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
振
込
み
確
認
後
′指
導
委
員
会
　
印
を
押
し
て
、
日
本
山

岳
協
会
に
カ
ー
ド
と
ど
も
に
登
録
申
請
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

〒
ω
８
占
８
ω
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
大
東

Ｔ
５
占
ト

のあ
“
曽
ユ
ミ
ｏ
つ
呉
も
電
話
と
同
じ
）

Ｅ
メ
ー
ル

《百
ｏ８
〓
Ｆ
お
こ
し

携
帯
８
ｏ
よ
”
下
ヽ
８

（伝
言
メ
モ
に
伝
言
く
だ
さ
い
）

《
第
２
２
回
県
民
総
合
体
育
大
会
　
　
″

コ
バ
ト
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ

ツ
プ
要
５

催

‥
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉
県
体
育
協
会
、

埼
玉
県
山
岳
連
盟
、
埼
玉
県
高
等
学
校
体
育
連
盟

援

‥
加
須
市
教
育
委
員
会

管

‥
埼
玉
県
山
岳
連
盟

。
埼
玉
県
高
等
学
技
体
育
連
盟

登
山
専
門
部

時

‥
２
０
０
９
年
１
１
月
２
９
目

（日
）

受
付
”
８
～
９
８
　
五肌
技
開
始
９
台

場

‥
加
須
市
民
体
育
館

。
８
８
ふ
いよ
【Ｓ
）

カ
テ
ゴ
リ
ー

・
競
技
方
法
に
つ
い
て
は
左
記
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
委
員
会

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
大
会
趣
旨
に
よ
り
、
ジ
ヤ
パ
ン
カ
ツ
プ
ク
ラ
ス
の
参

加
者
は
御
遠
慮
下
さ
い
。

参
加
費

。
人
数

‥
当
日
受
付
で
納
入
し
て
下
さ
い

主 後 主
△

（保
険
料
含
む
）。

先
着
７
０
名
ま
で
。　
一
般
Ｐ
８
ｏ
円

（但
し
埼
玉

岳
連
会
員
証
所
持
の
方
は
や
ざ
ｏ
円
）
高
校
生
以
下

Ｎ
８
ｏ

円
、
申
込
‥
別
紙

「申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

下
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
ｐ
点
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
ωミ
８
８
『　
加
須
市
下
三
俣
〓
２

一

埼
玉
県
山
岳
連
盟
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会
　
上
屋
正
昭
　
宛

「
”
Ｘ
　
　
　̈
〇卜
∞
〇１
０Ｎ
Ｉ
『
〓いい
　
　
推場量π
・　̈
〇∞
〇―
い
ＨＮＯ
Ｉ
い
い
い０

〓
”
い
【　
　̈
π”
ＮＯＩ
ヨ
け
（）
∞『
ω
く
・ｏ
Ｐ“
Ｐ∞
・〇『
。
」ｏ

締
切

‥
１
１
月
１
３
日

（金
）
必
着
を
厳
守
し
て
下
さ
い
。

注
意

参̈
加
者
の
怪
我
等
に
付
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
応

急
処
置
は
し
ま
す
が
′
そ
の
他
の
一
切
の
責
任
は
負
え
ま
せ

ん
の
で
、
十
分
注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

社
団
法
人
　
東
京
都
山
岳
連
盟
新
役
員
の
ご
案
内

東
京
都
山
岳
連
盟
第
六
回
通
常
総
会
に
て
左
記
の
と
お
り

役
員
が
改
選
さ
れ
、
就
任
の
ご
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

敬
称
略

欠
〓　
長
】
　
　
　
　
佐
藤
　
旺

【副
会
長
】
　

・
　

　

松
元
邦
夫

【副
会
長
】
　
　
　
　
寺
内
丈
行

【副
会
一量
兼
専
務
理
事
】
若
村
勝
昭

【理
　
事
】
事
務
局
長
　
山
本
春
雄

【理
　
事
】

本
木
線
子
、
宮
地
由
文
、
中
嶋
正
治
、
小
尾
健

一
、

山
中
信
幸
、
永
井
　
豊
、
吉
田
信
一
、
大
澤
康
雄
、

広
川
健
太
郎
、
亀
山
健
太
郎
、
小
池
正
器
＾
阿
部
信
茂
、

福
田
博
信
、
瀧
本
　
健
、
西
嶋
久
二具

中
村
忠
敬
、

森
谷
重
二
朗

埼
玉
県
岳
連

。
事
務
局



(11)第 34号 埼 玉 岳 連 報   平成21年 9月 30日 発行

埼
玉
県
山
岳
連
盟

平
成
２
１
年
９
月
理
事
会
報
告

９
月
８
日

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～

北
本
市
中
央
公
民
館
第
４
会
議
室

０
．
出
欠
席

森
下
会
長

・
柳
原
副
会
長

・
石
倉
副
会
長

・
天
野
理
事
長

（海
外

こ
務
じ

・
瀬
藤
副
理
事
長
（遭
対

。
渓
稜
Ｙ

野
村
指
導

委
員
長
（あ
ゆ
む
Ｙ
長
谷
川
国
体
委
員
長
（熊
谷
Ｙ
鎌
田
ジ

ュ

ニ
ア
委
員
長
（高
体
連
Ｙ

土
屋
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
長
（加

須

・
ビ
ナ
Ｙ

岩
崎
自
然
保
護
委
員
長
（戸
日
Ｙ

岩
井
田
広
報

委
員
長
（委
嘱
Ｙ

斉
藤
需
０
・
堀
江
（桜
草
Ｙ

塩
谷
（大
官
Ｙ

吉
田
９

大
官
Ｙ
竹
中
（た
ら
つ
ぺ
代
理
Ｙ
室
伏
（
エ
コ
Ｉ
Ｙ

岡
野
（蓮
田
Ｙ
松
井
全
員
蛭
ｅ

。
大
石
全
員
蛭
８

。
小
茂
田
企
昌

μ喰
じ

。
道
浦
翁

須
∽
泰
じ
。
矢
萩
翁

須
“
じ
・
鈴
木
盆

名ヽ

山
塾
Ｙ

谷
口
（大
官
岳
稜
Ｙ

町
田
（大
官
ヽ
ヽ
く
じ

。
佐
藤

？
雰
じ

・
桜
井
（壁
稜
Ｙ
伊
藤
０
”衛
医
大
Ｙ
加
藤
事
務
局
長

（深
谷
Ｙ

計
３
２
名

１
．
開
会
挨
拶

　

（柳
原
副
会
長
）

２
．
報
　
告

（１
）
関
ブ
ロ
千
葉
大
会

（↓ｂ
ｕ
ｔＮ
ｅ

報
告

・
小
茂
田

（２
）
第

椰

回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会

の
工ヽ
・Ｈ９

∧
別
紙

。
強
化
委
員
会
資
学

　
小
茂
田

３
．
協
議

（１
）
新
加
盟
団
体
に
つ
い
て

防
衛
医
科
大
学
校
山
岳
同
好
会

代
表
穴
至
じ
‥
野
々
山
恵
章
　
副
部
長

‥
伊
藤
正
孝

↓
伊
藤
正
孝
副
部
長
さ
ん
が
挨
拶
　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
・

（２
）
各
理
事
の
委
口果
〓所
属
に
つ
い
て
。
各
理
事
か
ら
の

連
絡
は
無
か
っ
た
の
で
、
各
委
員
長
と
相
談
し
て
振
り

分
け
ま
す
。
↓
防
衛
医
科
大
学
校
山
岳
同
好
会

‥
伊
藤

正
孝
さ
ん
は
、
遭
難
対
策
委
員
会
所
属

（３
）
国
体
選
手
派
遣
に
つ
い
て

・
成
年
男
子
と
少
年
男
子
の
選
手

∧
別
紙

。
強
化
委
員
会
の
資
学

。今
年
か
ら
、
山
岳
競
技
用
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
規
定
が
出
き
、

試
作
し
た
。

（４
）
日
山
協
専
門
委
員
会
の
常
任
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

。
競
技
委
員
会
に
は
、
森
下
会
長

・
土
屋
委
員
長

・

佐
藤
豊
理
事
を
推
薦
す
る
。
他
は
昨
年
と
同
じ
。

（５
）
県
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
推
薦
に
つ
い
て

締
め
切
り
済
み
↓

「土
屋
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
長
」

を
推
薦

（６
）
埼
玉
県
自
然
公
園
指
導
員
の
推
薦
に
つ
い
て

（７
）
今
後
の
事
業
の
予
定

。
計
画
に
つ
い
て

○
全
国
高
等
学
校
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
抜
大
会
に
つ
い
て
　
今

生
度
は
開
催
を
見
送
る
こ
と

（中
止
）
に
な
っ
た
。

●
第
Ｎ
Ｎ
回
県
民
総
合
体
育
大
会
コ
バ
ト
ン
　
　
″

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ッ
プ
　
ロ
お
Φ
日

ｏ
加
須
市
民
体
育
館

∧
別
紙
要
項
あ
り
∨

●
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ヤ
パ
ン
カ
ツ
プ

ロ
ドヽ

土
，Ｎ
Ｎ
日

深
谷
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ビ
レ
ツ
ジ

日
山
協
競
技
部
北
山
委
員
長
よ
り
開
催
要
請
あ
り

↓
承
認

。
役
員
を
１
０
名
ほ
ど
派
遣
。

（８
）
今
後
の
指
導
員
講
習
会
に
つ
い
て

。
来
年
度
は
誉
缶
連
と
合
同
の
研
修
会
を
開
催

（都
缶
連

了
承
済
み
）

。
今
年
度
不
開
催
の
文
書
を
発
送
す
る
。

（９
）
今
年
度
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
　

（森
下
会
長
）

①
個
人
会
員
制
度
に
つ
い
て
　
調
査
を
す
る

担
当
責
任
者

‥
天
野
理
事
長

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
つ
い
て

◎
承
認

。
取
り
あ
え
ず
現
在
の
仮
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
継

承
。
（
後
ぅ
泰
――
ム
ペ
＝
ジ
に
場
ａ
ｇ
会
算
圏
網
ぞ
欲

Ｑ

。
経
費

・
手
当
は
、
順
次
検
討
し
て
い
く
。

Ｔ

９

そ
の
他

①
日
山
協
共
済
事
業
に
つ
い
て
※
１
事
業
（１
岳
じ

５
万
円
倫
墜
塩
鶴
）↓
指
導
委
員
会
Ｒ
遭
対
委
員
会
で
相
談
。

②
会
員
証
提
示
の
割
引
等
に
つ
い
て

↓
割
引
等

一
覧
表
の
作
成

※
山
岳
関
係
者
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
今
後
も
拡
大
を
図

つ
て
下
さ
い
。

（こ
れ
ま
で
、
小
鹿
野
や
自
然
保
護
関
係
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
関
係
者
か
ら
、
協
賛
の
話
を
し
て
貰
っ
て
い
ま
す
。
）

③

【お
知
ら
せ
】

④
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
Ｎ
ｏ
ｏ
Ｏ
加
須
大
会
の

主
管
費
と
し
て
、
日
山
協
よ
り
１
０
万
円
を
受
領
。

５
．
各
部
か
ら
の
報
告
等

①
指
導
委
員
会

○
日
山
協
指
導
委
員
会
の
報
告
※
日
山
協
指
導
委
員
総
会
の

報
告
は
登
山
月
報
ヽ
∞
ｕ
号
に
掲
載
。

●
県
岳
連
指
導
員
総
会
兼
講
習
会
　
【ｏ
月

中∞
日
（日
）

ヽ

∞̈
ｏ
～
８

∞̈
ｏ
　
埼
玉
県
労
働
会
館
２
Ｆ
教
室

○
指
導
員
資
格
の
更
新
者
の
名
簿
を
添
付
し
ま
し
た
。
関
係

者
が
会
に
居
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
※
今
回

（８

【ヽ９
の
総
会
や
研
修
会
は
、
更
新
の
た
め
の
研
修
に
入

つ
て
い
ま
す
。

●
県
岳
連
登
攀
技
術
講
習
会
・指
導
員
研
修
会
　
【
【
月
∞
日

（日
）∞
ω̈
ｏ
～
ヽ
〇̈
〇
　
天
覧
山

②
競
技
委
員
会

（国
体
委
員
会

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会
）

●
口
≧
ｏ
日
　
∞
∞̈
ｏ
～
　
第

〓

回
関
東
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
競
技
会
　
東
久
留
米
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

・
県
分
担
金
お
ｏ
ｏ
ｏ
円
　
　
※
参
加
は
、
強
化
委
員
会
で
選

銭○
平
成
２
１
年
度

第
２
弾
！
埼
玉
岳
連
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
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講
習
会

『ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
＆
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
基
本
』

．

り
ＰヽＮ
（＋
↓

★
多
く
の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（終
了
し
ま
し

た
。
）

●
第
Ｎ
Ｎ
会
県
民
総
合
体
育
大
会
コ
バ
ト
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

カ
ツ
プ

ロ
澄
ｏ
日
・
加
須
市
民
体
育
館

※
彩
の
国
教
育
の
日
の
一
環
と
し
て
開
催
。

○
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

（財
）
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会
‥

杉
山
所
長
よ
り
話
が
あ
り
、
８
月
下
旬
　
土
屋
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
″委
員
長
・大
倉
事
務
局
が
視
察
に
行
く
↓

「公
園
の

壁
を
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
。

④
選
手
強
化
委
員
会

●
新
潟
国
体
が
１
０
月
３
日
～
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

成
年
男
子
と
少
年
男
子
が
出
場
し
ま
す
。
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑤
遭
難
対
策
委
員
会

○
平
成
Ｎ
〓
宝
度
冬
山
遭
難
防
止
講
習
会
　
口
澄
∞
‥Ｎ
Φ

埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー

（上
尾
）

⑥
自
然
保
護
委
員
会

○
岳
人
の
一条
旧
大
滝
小
学
校
三
峰
分
校
）
の
運
営

穴
ム計
）
報
生
回Ｇ
Ｏ
Ｏ
∞
・
】ｏ
～
Ｎ
ｏ
ｏ
ｏ
・
８
）

※
高
体
連
と
夏
の
事
業
の
収
益
金
で
収
支
は
ト
ン
ト
ン
。

残
金
は
、
汲
み
取
り
料
金
と
ペ
ン
キ
塗
代
に
当
て
た
い
。

※
継
続
秩
父
市
よ
り
借
用
す
る
。
Ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
・
８
～
Ｎ
ｏ
】ｏ
。
９

０
和
名
倉
山

・
下
草
刈
り

。
地
ご
し
ら
え

竣
馬
（土
）お
貧
じ
　
　
※
次
回
は
〓

工ヽ
・覇

⑦
海
外
登
山
委
員
会

●
海
外
登
山
報
告
会
の
開
催
　
】】
月
〓

日

（土
）
〓
時
～

大
官
ソ
ニ
ッ
ク
〇
〇
∞
号
室

★
多
く
の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・

〇
日
山
協
海
外
登
山
女
性
懇
談
会

馬

月
葛

日

（木
）
開
催

（予
定
変
更
）
講
師

‥
谷
口
け
い

（女
性
初
ビ
オ
レ
ド
ー

ル
賞
　
受
墓

③
ジ

ュ
一一
ア
委
員
会

０
９
月
末
よ
り
、
地
区
毎
に
開
催

南
部

・・０
お
ヨ
沢
登
り
東
部

・・Φ
お
∞
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

北
部

‥
８

卜ヽ
占
大
源
太
山
　
ＨＱ
【
由
柴
崎
ロ
ッ
ク

⑨
広
報
委
員
会

０
９
月
２
４
日
原
稿
締
め
切
り

。
９
月
３
０
日
発
行

（３
４

号
）
１
０
月
上
旬
発
送
＞
卜
×
尽
ｏ
ｏ
部

６
．
閉
会
挨
拶

（石
倉
副
会
長
）
今
時
は
、
若
い
人
は
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
し
て
い
る
が
、
山
登
り
し
て
い
る
若
い
人
は
あ

ま
り
い
な
い
。
防
衛
医
大
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
人
を
歓
迎
し

ま
し
ょ
う
ち

□
次
回

■
常
任
理
事
会
１
０
月
１
３
日

（火
）
お

８̈
～
　
北
本
中

央
公
民
館

■
理
事
会
１
１
月
１
０
日

（火
）
お

∞̈
ｏ
～
北
本
中
央
公
民

館

《速
　
報
》

祝
登
頂
！

県
岳
連

・
海
外
委
員
会
　
後
援

『埼
玉
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
登
山
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
０
９
』

※
　
隊
　
長

。
大
山
光

一

（東
松
山
山
岳
会
）

※
　
隊
　
口貝
。
風
間
　
進

（浦
和
渓
稜
山
岳
会
）

に
よ
る
チ
ョ
ー

。
オ
ユ
ー

（８
，
２
０
ｌ
Ｍ
）
が
ネ
パ
ー
ル

時
間

。
ｏ
月
Ｎ
■
日
ｏ
ｏ
時

ｏ
卜
分
に
登
頂
し
た
と
の
連
絡
が

衛
星
電
話
を
通
じ
て
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
チ
ー
ム
事
務
局

（広

報

島
石
井
田
）
あ
て
連
絡
が
あ
っ
た
。
　

Φ
お
∞
。
Ｎ
ｏ
∞̈
く

Ｃ
２

貧
Ｎ
ｏ
ｏ
日
）
か
ら
山
頂
ま
で
ロ
ン
グ
ア
タ
ツ
ク
を
か

け
て
登
頂
澪
堡
局
差
１
０
０
０
ｍ
の
登
攀
時
間
は
約
８
時
間

天
候
を
見
極
め
て
行
動
、
前
日
の
午
後
１
０
時
に
出
発
。

帰
国
は
予
定
と
お
り
の
１
０
月
１
０
日
の
模
様
。
な
お
詳
細

は
帰
国
を
待
っ
て
正
式
に
報
告
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
チ
ー
ム
事
務
局

出
石
井
田
正
昭

《
県
岳
連

・
遭
難
対
策
委
員
△０

お
知
ら
せ

新
緑
の
季
節
も
過
ぎ
、
日
々
雨
が
続
く
頃
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ま
冬
山
に
備
え
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
知
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
例
年
の
と
お
り
冬
山
遭
難
防
止
講
習
会
を

下
記
の
と
お
り
開
催
致
し
ま
す
。
貴
山
岳
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
会
員
に
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
多

数
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
た
く
連
絡
致
し
ま
す
。

記

１
　
要
　
』日
　
　
冬
山
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
埼
玉
県
山
岳
連
盟

加
盟
団
体
及
び
関
係
諸
団
体
の
救
急
講
習
会
及
び
遭
難

防ヽ

止
講
習
並
び
に
講
演
会
を
行
い
遭
難
防
止
を
図
る
。

２
．
期
　
日
　
　
平
成
２
１
年
１
１
月
２
８
日
、
２
９
日

３
．
場
　
所
　
　
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー

※
参
加
費

・
研
修
参
加
資
格

。
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
山
岳
会
あ
て
送
付
済
み
で
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
ｏ
８
‐ｏ
Ｒ
∞
螢
Ｓ
Ｎ
　
遭
対

・
瀬
藤
ま
で
。

編

集

後

書

今
号
は
大
変
多
数
の
投
稿

（ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
海
外
ト
レ

ツ
キ
ン
グ
、中
国
の
登
山
報
告
）等
を
寄
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

増
ペ
ー
ジ
に
も
紙
面
の
都
合
で
全
部
を
載
せ
る
こ
と
が
出
来

ず
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
（未
掲
載
は
次
号
に
載
せ
ま
す
）

ま
た
念
願
の
８
０
０
０
Ｍ
峰
も
つ
い
に
登
ら
れ
ま
し
た
、

埼
玉
岳
連
に
と
っ
て
も
、　
一
歩
前
進
。
比
較
的
登
り
易
い
と

い
わ
れ
て
も
所
詮
高
所
登
山
、
絶
対
に
誰
で
も
行
か
れ
る
わ

け
で
は
な
い
し
、
少
人
数
で
の
速
攻
登
山
は
普
段
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
積
み
重
ね
と
、
強
固
な
意
思
が
成
功
の
一
面
と
思

い
ま
す
。
帰
国
後
の
報
告
が
楽
し
み
で
す
。

広
報

２
い扇
い計


